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紀
チ
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ッ
ト
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王
権
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縛
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縛
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六

ま

と

め
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本

稿

の

硯

座

一
七
世
紀
に
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
グ
シ
ハ

ン
の
軍
事
力
の
後
援
に
よ
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
併
教
の
一
宗
涯
ゲ
ル
ク
涯
は
中
央
並
び
に
西
チ
ベ
ッ
ト
を

制
座
し
た
。
こ
の
ゲ
ル
ク
涯
の
覇
権
が
成
立
し
た
嘗
時
、
政
権
内
に
は
、

グ
シ

ハ
ン
、
活
併
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
、
癒
政
と
い
う
三
様
の
権
力
者

が
存
在
し
た
。

グ
シ
ハ

ン
の
死
後
は
そ
の
子
孫
が
、

は
そ
の
後
任
者
が
代
慶
り
し
て
こ
れ
ら
の
勢
力
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
繕
い
で
い
っ
た
。

そ
の
後
一
八
世
紀
の
初
頭
ま
で

ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
の
死
後
は
そ
の
輔
生
者
が
、

掻
政

三
権
力
者
聞
に
お
け
る
「
質
擢
」
の
推
移
は
叶

5
2

(
同
由
良
川
〉
、

ω}凶
白
}
内
曲
目

u匂
同

(

】
由
叶
由
)、

山
口

C
S
N〉
三
氏
の
業
績
に
詳
し
い
。



あ
る
時
代
を
捉
え
る
た
め
に
は
様
々
な
硯
貼
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
が
と
っ
て
い
た
と
こ
ろ
の
、
事
件
の
順
列

に
よ
っ
て
「
寅
擢
」
の
推
移
を
記
述
し
て
い
く
と
い
う
方
法
も
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
で
あ
る
。
一
方
、
そ
の
時
代
特
有
に
存
在
し
た
経

済
現
象
や
債
値
観
な
い
し
思
考
方
式
の
特
異
性
か
ら
、
そ
の
時
代
の
性
格
を
把
握
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
法
も
あ
る
。
経
済
も
債
値
観
も
そ

の
時
代
を
生
き
る
人
物
の
行
動
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
事
件
の
原
因
や
人
物
の
行
動
を
解
揮
す
る
手
助
け
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
筆

者
は
以
前
拙
稿
に
お
い
て
後
者
の
親
貼
、
中
で
も
嘗
時
の
債
値
観
か
ら
一
七
世
紀
の
チ
ベ
ッ
ト
史
を
把
握
し
よ
う
と
試
み
、
揖
政
・
グ
シ
ハ
ン

主
家
い
ず
れ
の
勢
力
に
「
寅
権
」

が
あ
っ
た
時
で
も

(

1

)

 

内
に
お
け
る
擢
威
の
所
在
を
示
し
た
。
し
か
し
、

「
擢
威
」

の
成
長
を
見
た
の
は
活
併
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、

政
権

五
世
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
死
後
、

サ
ン
ゲ
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ

(ωgmω
誕
百
回
認
可
曲
目
昨
日
げ
0

・
5
包

|

戸
斗
。
印

以
下
サ
ン
ゲ
と
略
稽
)
や
、

一
七

O
五
l
一
七
一
七
年
ま
で
力
を
有
し
た
グ
シ
ハ
ン
の
曾
孫
ラ
サ
ン
・
ハ
ン
、

ポ
ラ
ネ

l
(
H
M
Y
o
F曲
目
曲
目
・

H
m
g
l
H足
斗
〉
等
俗
人
の
擢
力
者
が
次
々
と
撞
頭
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
擢
力
者
達
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
い
う
擢
威
者
に
劃
し
て
自
ら
を
ど
の
よ

- 57ー

う
に
位
置
づ
け
て
い
た
か
と
い
う
問
題
は
、
非
常
に
重
要
か
つ
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
ま
ず
一
六
七
九
年
に
掻
政
の
座
に
つ
き
一
七
世
紀
後
半
に
清
朝
と
敵
劃
す
る
大
き
な
政
治
力
を
有
し
た
サ
ン
ゲ
の
王
権
思

(

2

)

(

3

)

 

想
を
、
彼
の
著
作
と
彼
に
つ
い
て
言
及
し
た
近
い
時
代
の
著
作
か
ら
解
明
し
、
最
後
に
そ
の
思
想
は
前
代
の
擢
力
者
達
の
王
権
の
根
擦
と
い
か

な
る
差
異
を
有
す
る
の
か
と
い
う
黙
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。
サ
ン
ゲ
の
文
一
章一
は
彼
個
人
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
讃
者
を
想
定

し
て
記
し
て
い
る
以
上
そ
の
記
述
は
彼
自
身
の
支
配
者
と
し
て
の
行
動
を
規
制
し
た
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
、
時
代
の
産
物
で
あ
る
以
上
嘗
時

の
債
値
観
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
こ
の
考
察
は
一
七
世
紀
の
チ
ベ
ッ
ト
史
の
解
明
に
役
立
つ
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

サ
ン
ゲ
と
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
山
口
氏
に
サ
ン
ゲ
と
ダ
ラ
イ
は
「
父
子
の
ご
と
き
関
係
を
有
し
た
」
等
の
史
料
を
引
用
し
、

サ
ン
ゲ
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
研
究
が
あ
る
(
山
口

s
gw
3・品品目
|
怠
∞
)
。
氏
の
論
文
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
と
の
閥

係
は
サ
ン
ゲ
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
賓
子
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
論
擦
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
本
稿
第
四
節
で
は
こ
の
関
係
を
サ
ン
ゲ
の
-
記
し
た

231 

王
権
論
の
中
で
位
置
付
け
て
み
た
い
と
思
う
。
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描
政
サ
ン
ゲ
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
の
即
位

(

4

)

 

サ
ン
ゲ
は
一
六
七
九
年
に
揖
政
と
し
て
就
任
し
た
。
そ
の
際
、
従
来
の
掻
政
と
は
異
な
る
破
格
の
擢
限
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
よ
り
輿
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
は
、

既
に
先
行
す
る
研
究
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
(
〉
7
2
邑
・
宅
-
お
|
主
一

ω
ZE
S白・
匂

-sr
山
口
・
包
∞
∞
・
司・

8
30
!J" 

ラ
イ
ラ
マ

が
サ
ン
ゲ
を
即
位
さ
せ
た
時
の
記
事
を
見
る
と

〔サ
ン
ゲ
は
〕
俗
政
を
司
っ
て
い
た
以
前
の
経
理
な
と
釦間
HU
L
N
D
L
〉
達
と
は
呉
な
り
、

宗
教

・
政
治
の
全
て
の
王
(
円
r
g
m円
五
苫
口
開
田

ε

号
ゲ
O
)

と
し
て
権
力
を
〔
ダ
ラ
イ
ラ
マ
か
ら
〕
授
輿
さ
れ
た
。
(
り
の
の

匂・∞
N
品
)

と
、
サ

ン
ゲ
が
以
前
の
掻
政
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
高
い
地
位
に
つ
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

「
こ
れ
よ
り
〔
サ
ン
ゲ
が
〕
行
う
こ
と
は
何
で
あ
れ
、
そ
れ
は
私
(
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
)
が
し
た
こ
と
と
匝
別
は
な
い
。
貴
賎
全
て
の
長
と

- 58-

(
5
)
 

と
い
う
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
命
令
は
サ
ン
ゲ
の
就
任
し
た
地
位
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
そ
れ
と
近
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か

し
て
推
戴
せ
よ
。」
(の
の
回
℃
主
M
)

し
、
サ
ン
ゲ
と
ダ
ラ
イ
の
聞
に
は
俗
人
と
僧
と
い
う
決
定
的
な
出
身
の
相
違
が
存
在
す
る
。
ま
た
、

お
け
る
南
者
の
呼
稽
の
検
討
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
こ
と
は
同
時
代
の
チ
ベ
ッ
ト
史
料
に

ま
ず
、

チ
ョ

ン
ゲ

l

・
ガ
ワ
ン
の
文
章
(
H
V
H
J
h

〉
の
中
で
は

サ
ン
ゲ
は

(
6
)
 

「
王
子
」
を
一意
味
す
る
認
可
主
同
即
日
、

}
Z
m
g田助一寸様

「
王
」
を
意
味
す
る

ヨ
』
と
巾

〈
E
・:
τ
r
o〉、
日
』
門
出
)
回
口
∞
、

(

7

)

 

々
な
呼
稿
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
は
「
依
佑
傘
」
を
意
味
す
る
佐
官
ゲ
回
目
的
。
ロ
と
い
う
稽
競
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
の
稿
競
の

(

8

)

 

前
に
「
高
位
」

(
m
g
m
g
或
は
包
括
自
由
〉
、
後
ろ
に
「
大
」
(
円

Z
ロ
司
O
)

或
は
「
聖
」

2
2
M
宮
)
等
の
形
容
詞
を
伴
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る
。

「
人
主
」

BFσ
骨肉、

方

モ
ン
ゴ
ル
傍
ザ
ヤ

パ
ン
デ
ィ
タ
の
著
作
宙
ゴ

5
に
お
い
て
も
、

サ
ン
ゲ
は
や
は
り
「
王
」
を
意
味
す
る
ヨ
一

s
g
m、
富
田
町
三
口
肉
、

と
g

g
、
認
可
印
】
匂
O

等
の
稽
競
に

「大」

あ
る
い

は
「
チ
ベ
ヅ
ト
の
衆
生
の
」
等
の
形
容
詞
を
伴
っ
て
呼
ば
れ
て
お
り
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
は

(
9
)
 

「
主
借
」
を
意
味
す
る
と
白
匡
曲
目
白
と
い
う
言
葉
に
「
最
勝
の
」
あ
る
い
は
「
大
」
等
の
形
容
詞
を
伴

っ
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
以



上
の
呼
稀
の
事
例
は
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
サ
ン
ゲ
の
聞
に
は
明
ら
か
に
聖
俗
の
差
異
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

い
か
に
繭
譲
と

は
言
え
同
質
の
地
位
に
異
な
る
身
分
の
者
が
就
任
す
る
と
い
う
こ
と
は
現
代
人
が
一
見
す
る
限
り
理
解
し
に
く
い
朕
況
で
あ
る
。
そ
の
問
題
意

識
は
一
七
世
紀
賞
初
も
存
在
し
た
ら
し
く
、

サ
ン
ゲ
が
自
ら
の
著
作
に
お
い
て
王
擢
の
根
擦
を
述
べ
る
際
に
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
の
同
質
性
を
強

調
す
る
こ
と
に
焦
黙
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
三
節
に
わ
た
っ
て
サ

ン
ゲ
の
王
権
思
想
に
見
ら
れ
る
重
要
な
三
つ
の
概
念
を
ダ
ラ
イ

ラ
マ
の
輔
生
譜
と
の
比
較
を
行
い
つ
つ
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

文
殊
と
し
て
の
サ
ン
ゲ
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ

現
在
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ン
ゲ
の
重
像
は
、
奥
山
氏
が
紹
介
さ
れ
た
ポ
タ
ラ
宮
内
の
壁
童
(
奥
山
署
-HSー
ロ
3
と
、
『
西
蔵
唐
辛
』

に
牧
録
さ
れ
た
二
枚
の
霊
像
(
害
認
|
叶
由
〉
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
サ
ン
ゲ
は
文
殊
師
利
の
委
を
と
っ
て
、

文
殊
師
利
の
持

- 59ー

物
で
あ
る
と
こ
ろ
の
経
峡
と
創
を
持
し
て
い
る
。

一方、

普
ね
き
慶
大
な
地
を
支
配
す
る
と
こ
ろ
の
大
聖
者
文
殊
サ
ン
ゲ
・
ギ
ャ
ン

ツ
ォ
、

与
曲
目
岡
田
宮
己

HEw--事由開明
n
Y
3
4
回
日
円
四
百
】
《
凶
ゲ
ヨ
ロ
問
印
窓
口
問
師
同
開
〕

B
H
m苫

gzroMMZD聞
こ
曲
目
同
ロ
同

HHMMMRHm苫
-
gw』
】
宮
¥
『西
蔵
唐
宋
』

『
西
醸
唐
よ
卜
』
に
牧
録
さ
れ
た
二
枚
の
宵
像
重
の
う
ち
の
一
枚
に
は
、

一
切
の
方
向
に
勝
利
す
る
天

(JF口
問
帥
官

w
H
E
r
s

同》
・
斗
也
)

と
い
う
文
が
入
っ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
彼
が
文
殊
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
文
殊
そ
の
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
こ
と
を
知

一
方
、
鎗
重
ば
か
り
で
な
く
、

同
時
代
の
文
書
史
料
か
ら
も
サ
ン
ゲ
を
文
殊
と
す
る
思
想
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

チ
ョ
ン
ゲ

l
・
ガ
ワ
ン
の
著
作
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
韻
文
中
に
は
サ
ン
ゲ
の
名
前
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
逼
誼
す
る
と
、

文
殊
究
天
遍
入
サ
ン
ゲ
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ

G
曲
目
宮
戸
在
曲
目
《
凶

S
g
g
z
Eロ
間
的
官

rr苫
て
』
口
問
曲
目
伺
凹
認
可
同
印
円
四
苫
自

Z
7
0
¥
E
v
z・
ω
。叶白血

る
こ
と
が
で
き
る
。

Q1 
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と
い
う
名
前
が
浮
か
び
あ
が
る
。
ま
た
、
次
節
で
詳
説
す
る
サ
ン
ゲ
の
前
世
者
の
中
で
最
も
著
名
な
二
人
の
人
物
、
法
王
ダ
ワ
サ
ン
ポ

q
3
4・
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日
仏
申
立

u
E
U
J
F

ロ『
ω
|
品
)
と
ム
ネ
・
ツ
占
ン
ポ

q
H
V
2・
8
F
H
)
も
文
殊
の
化
身
と
し
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
サ
ン
ゲ

と
文
殊
の
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
彼
が
文
殊
と
し
て
の
姿
を
示
現
す
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。
上
述
し
た
文
の
入
っ
た
禽
像
童
と

ポ
タ
ラ
宮
の
壁
董
に
お
い
て
、
文
殊
の
姿
を
と
る
サ
ン
ゲ
の
周
固
に
は
親
一
一
Z

聞
の
委
を
と
る
ダ
ラ
イ
ラ
マ
、
金
剛
手
の
姿
を
と
る
グ
シ
ハ
ン
の
孫

(叩
)

(

U

)

ダ
ラ
イ
ハ
ン
が
描
か
れ
て
い
る
。
文
殊
の
化
身
を
文
殊
の
聖
地
五
台
山
を
擁
す
る
中
園
の
皇
帝
一
と
し
、
観
一
音
の
化
身
を
ダ
ラ
イ
ラ
マ
、
金
剛
手

(
ロ
)

の
化
身
を
モ
ン
ゴ
ル
王
家
と
す
る
信
仰
は
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
の
な
の
で
、
サ
ン
ゲ
を
文
殊
の
化
身
と
し
て
い
る
黙
が
こ
の
霊
像
の
新

文
殊
・
親
一
音
・
金
剛
手
は
そ
れ
ぞ
れ
併
の
徳
で
あ
る
と
こ
ろ
の
智
・
慈
・
カ

(日
r
z
g
E
8
2日
間
吉
田
)
を
象
徴
す
る
併

解
理
と
言
え
る
。

と
さ
れ
、
三
部
の
依
枯
辱
令
紅
白
何
回
口
g
B
m
g
旬
。
)
と
線
稽
さ
れ
る
。
こ
の
三
隼
は
チ
ベ
ッ
ト
併
教
に
お
い
て
人
口
に
贈
笑
す
る
傘
格
の
一
つ

(

日

〉

し
ば
し
ば
こ
の
三
部
の
依
惜
傘
の
化
身
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

で
あ
り
、

チ
ベ
ッ
ト
史
に
お
い
て
密
接
な
閥
係
に
あ
る
三
人
の
人
物
は
、

方

- 60ー

サ
ン
ゲ
は
自
ら
の
著
作
中
で
、

三
部
の
依
伯
母
は
本
質
が
同
じ
な
の
で
(
同
宮
間
的
ロ
B
D
m
o
g
m
n釘
宮
帥

¥
E
)
J
F
5
g
a・
E
J
4・
2
2品)

と
文
殊
・
観
一
音
・
金
剛
手
の
本
質
を
一
っ
と
す
る
主
張
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
根
擦
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
三
部
の
依
伯
傘
が
仰
の
三
つ
の

徳
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
安
嘗
な
認
識
と
言
え
る
。
こ
の
認
識
に
基
づ
く
と
、
文
殊
と
額
一
音
は
本
質
が
同
じ
で
あ
り
そ
の
化
身
で
あ

る
サ
ン
ゲ
と
ダ
ラ
イ
ラ
マ
も
本
質
に
お
い
て
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
文
殊
と
し
て
の
サ
ン
ゲ
の
委
に
は
観
音
と
し
て
の
ダ
ラ
イ
ラ

マ
と
の
同
質
性
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

サ
ン
ゲ
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
の
轄
生
譜
に
つ
い
て

次
に
、

サ
ン
ゲ
の
代
々
の
前
世
者
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
彼
は
王
権
の
根
擦
を
-
記
し
た
著
作
の
中
で
自
ら
の
前
世
者
に
つ
い
て
多
く
の
紙
数

を
割
い
て
い
る
。
ま
た
、

サ
ン
ゲ
に
つ
い
て
記
し
た
チ
ョ
ン
ゲ

1
・
カ
ワ
ン
や
ザ
ヤ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
文
章
一
中
に
お
い
て
多
く
の
部
分
が
こ
の
サ



狼
擦
に
と
っ
て
橿
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
捉
え
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

周
園
の
人
聞
も
前
世
曹
を
彼
の
王
権
の

サ
ン
ゲ
の
即
位
時
の
記
事
を
見
る
と
下
線
部

ωに
見
え
る
よ
う

に
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
サ
ン
ゲ
に
王
擢
を
委
譲
し
た
根
擦
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
サ
ン
ゲ
を
ム
ネ
・
ツ
ェ
ン
ポ
(
宮
口

5
g
gロ
司
O
〉
並
び
に
ゴ
ク
・

ン
ゲ
の
前
世
者
の
記
事
に
嘗
て
ら
れ
て
い
る
の
で

9
3
F
N怠
色
|
M
m
g∞
一
切
吋
戸

N
8
E
|
N印。同町)、

レ
ク
ベ

l
シ
ェ
!
ラ
プ
(
円
Z
m
o
m
-
o四
回
聞
記

J
m
r
g
g
r〉
の
轄
生
者
で
あ
る
と
認
定
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

信
王
の
姿
を
と
っ
た
王
ラ
マ
白
蓮
華
手
ハ
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
)
が
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
色
身
の
マ
ン
ダ
ラ
を
法
身
の
大
楽
界
に
お
ま
と
め
に

な
ら
れ
る
(
逝
去
す
る
〉

の
が
近
づ
い
た
際
に
、

は
〔
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
よ
り
〕
:
・
:
・
(
中
略
〉
:
:
:
以
前
か

私
〈
サ
ン
ゲ
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
〉

ら
併
読
や
埋
蔵
教
典
や
秘
密
文
献
等
に
基
づ
い
て
、

〔
私
が
〕
王
子
〈
ム
ネ
・
ツ
ェ
ン
ポ
)
の
輔
生
者
で
あ
り
、

ド
ム
ト
ン
の
時
に
は
ゴ

津
山
の
前
世
に
お
い
て
離
れ
る
こ
と
無
く
御
身
(
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
前
世
者
)
に
お
仕
え
す
る

者
の
委
で
現
れ
た
の
で
あ
る
、
と
の
御
認
可
を
頂
い
て
レ
た
の
に
従
っ
て
、
宗
教
・
政
治
を
司
れ
と
の
御
命
令
を
賜
っ
た
の
で
は
あ
る
け

ク
・
レ
ク
ベ
l
・
シ
ェ
l
ラ
プ
と
な
っ
た
等
、

れ
ど
も
、

私
の
方
で
は
王
政
等
の
よ
う
な
罪
深
い
こ
と
は
望
ま
な
か
っ
た
の
で
、

熱
心
に
御
辞
退
申
し
上
げ
た
。
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
一

- 61ー

六
七
九
年
に
は
お
断
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
巌
命
が
下
さ
れ
て
・
:
:
(
中
略
)
:
:
:
王
座
に
推
戴
さ
れ
た
。
:
:
:
〈
中
略
)
:
:
:
〔
ダ
ラ

イ
ラ
マ
五
世
は
〕
貫
際
に
宗
教
・
政
治
二
規
が
揃
っ
た
職
責
を
完
全
に
〔
私
に
〕
下
さ
れ
て
間
も
な
く
、
清
海
な
る
湾
土
に
逝
去
さ
れ
る

様
子
を
御
示
し
に
な
っ
た
。
(
の
の
回
・
宅
-
怠
H
|
主
N
)

こ
の
認
定
が
王
櫨
委
譲
の
根
擦
に
な
る
理
由
は
、

チ
ベ
ッ
ト
史
を
少
し
で
も
知
る
人
に
と
っ
て
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
な

い
人
の
た
め
に
以
下
に
少
し
説
明
し
た
い
。
こ
こ
で
下
線
部

ωに
見
ら
れ
る
前
世
者
の
一
人
、

ム
ネ
・
ツ
ェ
ン
ポ
と
は
古
代
チ
ベ
ッ
ト
王
園
の

王
、
テ
ィ
ソ
ン
・
デ
ツ
ェ
ン
ミ
8
1
3
3
の
息
子
で
あ
り
、

も
う
一
人
の
ゴ
ク
は
一
二
世
紀
に
成
立
し
た
併
教
の
一
涯
、

カ
ダ
ム
涯
の
質
質

的
宗
祖
で
あ
る
ド
ム
ト
ン

(
d
g自
己

g
-
H
o
g
-
5
2
)
の
弟
子
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、

ゴ
ク
や
ム
ネ
は
ド
ム
ト
ン
や
テ
ィ
ソ
ン
・
デ
ツ

235 

ェン

の
事
業
を
引
き
縫
い
だ
人
物
で
あ
っ
た
。

(

M

)

 

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
前
世
の
因
縁
に
基
づ
く
と
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
跡
継
ぎ
は
ゴ

ク
や
ム
ネ
の
蒋
生
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
、

一方、

そ
の
テ
ィ

ソ
ン
・
デ
ツ

ェ
ン
や
ド
ム
ト
ン
は
既
に
そ
の
嘗
時
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
轄
生
者

サ
ン
ゲ
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が
ゴ
ク
や
ム
ネ
の
轄
生
者
と
「
認
定
」
さ
れ
る
こ
と
が
タ
ラ
イ
ラ
マ
の
王
権
を
引
き
縫
ぐ
根
擦
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

サ
ン
ゲ
を
ム
ネ
や
ゴ
ク
の
化
身
と
し
て
「
認
定
」
し
た
の
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
個
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
下
線
部

ωに
奉
げ
た
よ
う
に

多
く
の
聖
典
に
よ
っ
て
裏
附
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ダ
ラ
イ
ラ
マ
自
身
が
具
鐙
的
に
ど
の
よ
う
な
聖
典
を
引
謹
し
た
の
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
サ
ン
ゲ
の
著
作
に
は
、
彼
自
身
の
名
前
や
現
れ
る
時
代
、
行
い
を
預
言
し
て
い
た
と
さ
れ
る
文
章
が
様
々
に
引
用
さ
れ
、
さ
ら
に
は
そ

の
解
稗
も
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
サ
ン
ゲ
の
地
位
を
権
威
づ
け
た
聖
典
の
名
前
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

ム
ネ
の
轄
生
者
と
し

こ
の
-
章
一
に
は
、

埋
臓
聖
典
『
王
の
飯
言
』
(
烈
U
Z
-
州
内
}
戸
田
)
中
の
「
終
末
の
時
に
ど
の
よ
う
に
な
る
か
」
と
い
う
章
よ
り
引
用
さ
れ
て
い
る
。

チ
ベ
ヅ
ト
に
密
教
を
停
え
た
停
説
的
行
者
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ア

(
E
L
B白
g
g
F
Eる
に
よ
っ
て
、

ム
ネ
・
ツ
ェ
ン
ポ
の
未
来

て
の
預
言
は
、

の
轄
生
者
が
議
言
さ
れ
て
い
る
。

サ
ン
ゲ
は

い
つ
か
濁
世
が
到
来
し
た
時
に
、
王
子
(
ム
ネ
・
ツ
ェ
ン
ポ
)
は
細
々
し
た
一
一
一
の
再
生
の
果
て
に
、
こ
の
九
雲
山
の
頂
の
地
チ
ベ
ッ
ト
に

お
い
て
、
王
族
の
王
と
し
て
悪
の
群
を
調
伏
す
る
。

〔
そ
の
者
は
〕

王
た
る
五
つ
の
良
き
特
徴
を
備
え
、

心
は
深
く
、
御
言
葉
に
は
道
理

- 62ー

心
根
は
贋
く
、
教
誼
・
理
誼
の
備
わ
っ
た
考
察
に
よ
っ
て
心
力
は
非
常
に
大
き
く
、

有
雲
園
〈
チ
ベ
ッ
ト
〉
に
時
の
果
て
に
現
れ
る
。
(
阿
ハ
ロ

zw
附ハ

Z
u
g
-
-∞)

が
通
り
、

王
の
軍
隊
は
津
山
の
富
を
有
し
て
い
る
。

と
い
う
預
言
か
ら
、

ム
ネ
・
ツ
ェ
ン
ポ
が
一
一
一
の
轄
生
の
果
て
に
チ
ベ
ッ
ト
に
王
と
な
っ
て
生
ま
れ
る
こ
と
を
示
し
(
り
の
の
w

司-∞
N
N
)
、
ま
た
、

ム
ネ
の
化
身
は
「
費
」
(
昏
g
g
n
y
o
m
)
の
名
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
下
中
央
翼
♀

Z

2

5包
)
に
現
れ
、
魔
が
力
を
失
っ
た
時
に
、

チ
ベ
ッ
ト
の
王
は
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
を
少
し
く
卒
か
に
な
す
。
(
切
り

H
呂田
w
H
U
ω
)

ム
ネ
の
化
身
が
「
賓
」

2
r
g
g
n
r
o向
〉
と
い
う
名
前
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
修
辞
事
で
は
「
賓
源
」
(
江
口

nyg

(

日

)

ur河口口
m
mロ
国
間
)
と
い
う
言
葉
が
「
海
」
(
認
可
白
星
回
F
O
)

の
美
稽
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
の
預
言
が
サ
ン
ゲ
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ

3
g
m
:問
苫
:
間
三

と
い
う
議
言
か
ら
は
、

E
m
r
o
)
の
名
を
示
し
て
い
る
と
の
解
揮
を
提
示
し
て
い
る
(
の
の
切
・
匂
・
怠
ω〉
。
ま
た
、

一三

O
O年
以
上
が
経
過
し
た
時
、
法
王
が
四
種
の
行
い
を
な
す
。

〔
そ
の
四
種
と
は
〕

サ
ム
エ
土
寸
を
修
復
し
、
法
律
を
整
え
家
臣
を
卒



和
に
護
り
、
御
身
に
仇
な
す
大
軍
を
滅
ぼ
し
、
講
・
聞
・
修
の
寺
を
建
立
し
〔
借
に
〕
衣
食
等
を
供
す
。
そ
の
時
ウ
ル
ゲ
ン
・
パ
ド
マ
サ

ン
パ
ヴ
ァ
の
教
え
(
ニ
ン
マ
波
の
数
え
〉
が
築
え
る
。
(
穴
U
Z
W
阿
内
}
区
切

s
z
|
M
)

と
い
う
諌
言
か
ら
は
、

ム
ネ
の
時
代
か
ら
一
三

O
O年
以
上
経
過
し
た
後
に
法
王
が
現
れ
る
こ
と
を
示
し
、

そ
れ
が
自
ら
の
生
き
る
時
代
で
あ

る
と
の
解
揮
を
行
っ
て
い
る
。
(
り
の
の
w

同)・∞
ωω
〉

他
方
、
ゴ
ク
の
轄
生
者
が
チ
ベ

y
ト
に
現
れ
る
こ
と
を
示
す
濠
言
は
『
カ
ダ
ム
賢
加
』
と
い
う
典
籍
の
一
部
を
占
め
る
「
ド
ム
ト
ン
の
輔
生

諮
問
|
|
カ
ダ
ム
子
法
二
十
章
1

1
」

(RC
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
書
は
ド
ム
ト
ン
と
ゴ
ク
の
前
世
物
語
を
記
し
て
い
る
が
、

そ
こ

か
ら
、

勝
者
父
子
(
ド
ム
ト
ン
と
ゴ
グ
の
前
世
者
〉
は
封
話
を
な
さ
る
。
現
在
は
ウ
ッ
デ
ィ
ヤ

l
ナ
の
園
に
集
い
、
未
来
に
は
雪
山
の
内
ハ
チ
ベ
ッ
ト
〉

に
集
い
、
古
は
プ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
集
っ
た
。
千
寓
劫
〔
の
後
〕
に
サ
ム
エ
に
お
い
て
、
父
子
は
踊
檀
と
そ
の
香
の
ご
と
く
に
離
れ
る
こ
と
な

く
衆
生
に
利
祭
を
生
む
の
で
あ
る
。
〈
回
附
ハ
ド
・
斗
印
私
l
r
H
)

- 63ー

と
、
ド
ム
ト
ン
と
ゴ
ク
が
未
来
世
に
も
共
に
チ
ベ
ッ
ト
に
現
れ
、
父
子
の
如
き
関
係
を
有
す
る
と
の
記
述
を
引
用
し
、

サ
ン
ゲ
が
ダ
ラ
イ
の
跡

こ
の
よ
う
な
預
言
や
天
神
の
言
葉
の
提
示

サ
ン
ゲ
は
自
ら
の
著
作
の
中
で
自
分
か
ら
ム
ネ
の
轄
生
者
な
り
、
ゴ
ク
の
轄
生
者
で

あ
る
と
述
べ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
の
で
(
の
の
回
、
同
】
℃
・
品
企
|
企
日

zn・
)
、
こ
の
よ
う
な
議
言
や
天
神
の
言
葉
の
引
用
は
彼
の
支
配
の
正
嘗
性
を

こ
こ
に
奉
げ
た
も
の
は
ご
く
一
部
で
あ
る
が
、

を
繕
ぐ
正
嘗
性
を
示
し
て
い
る
(
ロ
の
わ
M
M

・∞
N
C。

と
解
樺
は
サ
ン
ゲ
の
著
作
中
に
数
多
く
一
ホ
さ
れ
て
い
る
。

「
客
観
的
に
」
擢
威
づ
け
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
。

さ
ら
に
、

こ
の
よ
う
な
前
世
を
瞳
系
化
し
た
も
の
と
し
て
サ
ン
ゲ
自
身
の
手
に
な
る
自
ら
の
轄
生
譜
勺

5
2ロ
匂

g
r
c
が
存
在
す
る
。

現

在
自
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
サ
ン
ゲ
の
輔
生
譜
は
彼
自
身
の
筆
に
な
る
「
王
子
ム
ネ
・
ツ
ェ
ン
ポ
の
轄
生
譜
の
祈
願
文
無
着
劫
」
〈
同
同
a
q
E

(
v
m
)
 

道
官
ミ

~
v
H
h
Q

司、。〈ボマ
s
h
E宮
崎
S
N
w
h
h
&
h
H
F

。h川崎書偽札
F
h
t
h
h
守
白
書
白
・
出
向
O
Z
・
以
下
呂
烈
烈
)
と
、
チ
ョ
ン
ゲ

l
・
ガ
ワ
ン
(
司
可
一z
w

N

品目白印
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-N印
。
曲
目
〉
や
ザ
ヤ
パ
ン
デ
ィ
タ
(
回、
H
，

F

5
印
5
1
5
E
3
の
著
作
中
に
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
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シ
ェ

l
ラ
プ
は
上
述
の
よ
う
に
ド
ム
ト
ン
の
弟
子
で
あ
る
。

五
八
番
の
セ
チ
ェ
ン
ハ
ン
(
世
租
)
は
元
朝
の
皇
帝
で
あ
り
サ
キ
ャ
涯
の
パ
ク
パ

(
八
思
巴
)
の
施
主
で
あ
る
。

テ
ル
ト
ン

・
サ
ン
ポ
・
タ
ク
パ
及
び
リ
ン
チ
ェ
ン
リ
ン
パ
と
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
前
世
者
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る

が
、
五
四
番
か
ら
五
七
番
に
奉
げ
ら
れ
て
い
る
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
前
世
者
は
皆
、
サ
ン
ポ
・
タ
ク
パ
と
同
じ
く
埋
蔵
数
読
震
掘
者
で
あ
る
た
め
、
こ

の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
人
物
と
の
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
六
四
番
の
ケ
ド
ゥ
プ
・
ノ
ル
サ
ン

・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
は
『
時
輪
タ
ン
ト
ラ
』

の
著
名
な
注
穣
書
ロ
ミ
ヨ
ミ
一"。
人
品
辺ぬ
誌
の
著
者
で
あ
り
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
二
世
ゲ
ン
ド
ク
ン

・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
の
『
時
輪
タ
ン
ト
ラ
』
の
師
で

(

日

)

あ
る
。
六
五
番
の
ア
ル
タ
ン
法
王
は
モ
ン
ゴ
ル
の
一
支
ト

メ
ト
族
の
出
身
で
タ
ラ
イ
ラ
マ
一
一
一
世
ソ
ナ
ム

・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
の
施
主
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
闘
係
を
示
す
サ
ン
ゲ
の
轄
生
譜
は
、

サ
ン
ゲ
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
同
時
代
に
現
れ
る
こ
と
、

そ
の
跡
縫
ぎ
に
な
る
こ
と
の
根
擦
を
繰
り
返

し
印
象
附
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
は
併
教
の
三
身
設
な
い
し
四
身
設
の
教
義
に
基
づ
い
て
、

口

5
3・
宅

N
2
1
N
E
)
。

報
身
の
併
は
篠
々
な
化
身
を
生
む
と
い
う
思
想
が
あ
る
(
山

こ
の
俳
身
説
に
よ
っ
て
サ
ン
ゲ
の
轄
生
理
論
を
考
察
す
る
と
、

サ
ン
ゲ
の
轄
生
理
論
の
根
援
と
な
る
報
身
は
文
殊

- 68ー

で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
報
身
と
し
て
の
観
音
か
ら
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
轄
生
者
が
生
じ
た
と
い
う
思
想
は
既
に
こ
の
嘗
時
成
立
し
て
い
た
の
で
、

サ

ン
ゲ
の
朝
生
理
論
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
そ
れ
に
の
っ
と
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
二
つ
の
轄
生
系
譜
が
前
述
し

た
よ
う
に
互
い
に
密
接
に
絡
み
合
っ

て
い
る
こ
と
は
サ

ン
ゲ
が
前
世
の
因
縁
に
基
づ
い

て
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
王
様
を
引
き
縫
ぐ
根
壌
と
な

っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

五

轄
輪
聖
王
と
し
て
の
サ
ン
ゲ

・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ

本
節
で
は
サ
ン
ゲ
の
王
樺
論
の
中
で
前
世
者
に
次
い
で
多
く
の
紙
数
が
割
か
れ
る
と
こ
ろ
の
轄
輪
聖
王
思
想
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
扱
い
た

L、。
轄
輪
聖
王
と
は
、
併
典
に
設
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
武
力
を
も
っ
て
世
界
を
征
服
し
正
法
を
も
っ
て
こ
の
世
を
治
め
る
と
言
わ
れ
る
理
想
的



帝
王
で
あ
る
。

サ
ン
ゲ
は
次
に
見
る
よ
う
に
埋
蔵
聖
典
関
口
戸

国
内

r曲

の
中
か
ら
、

ム
ネ
・
ツ
ェ
ン
ポ
の
前
世
者
が
轄
輪
聖
王
と
し
て
現
れ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

王
子
ジ
ン
ヨ
ン
・
レ
ク
ベ
l
シ
ェ

I
ラ
プ
・
ロ
ド
ヮ
ー
は
、

(

四

)

ポ
ハ
ム
ネ
・
ツ
ェ
ン
ポ
)
と
言
う
。
そ
の
方
の
過
去
と
未
来
と
現
在
は
と
言
え
ば
、

私
(
パ
ド
マ
・
サ
ン
パ
ヴ
ァ
〉
が
お
名
前
を
お
附
け
し
て
ム
テ
ィ
ク
・
ツ
ェ
ン

八
高
四
千
劫
の
以
前
に
は
、

-
(
中
略
)
:
:
:
輔
輪

聖
王
と
し
て
お
産
ま
れ
に
な
っ
た
。
(
問
。

zu
剛内}区切∞
N
E
l
m〉

サ
ン
ゲ
は
こ
の
後
さ
ら
に
何
世
代
も
轄
輪
聖
王
と
し
て
の
生
を
重
ね
た
こ
と
(
関
口
戸
同

E-
∞
N
E
1∞
8
3、

聾
聞
ア
ニ
ル
ッ
ダ
(
〉
ロ
吉
弘
島
由
)
、
併
滅
後
は
唯
識
の
論
師
ア
サ
ン
ガ
(
〉
的
自
問
曲
)
に
轄
生
し
、

シ
ャ
カ
ム
ニ
併
の
時
代
に
は
大

さ
ら
に
い
く
つ
か
の
生
を
鰹
て
ム
ネ
・
ツ
ェ

ン
ポ
に
到
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
(
穴
ロ

zw
聞ハ

E
、
g
g|
∞
ち
閉
山
口
。
。
・
宅
-
∞
立
|
∞
N
3。

サ
ン
ゲ
は
以
上
の
よ
う
に
ム
ネ
の
韓
輪
聖
王
と
し
て
の
前
世
を
経
典
に
よ
っ
て
引
誼
し
た
後
、

Z
0・
5
0叶
)
に
、
轄
輪
聖
王
が
末
世
(
耳
目

a
E
C
に
現
れ
る
と
い
う
記
述
等
を
引
用
し
、
轄
輪
聖
王
が
古
代
ば
か
り
か
現
代
に
も
現
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る

(
U
の
の
・
℃
∞
N
3。
こ
こ
で
サ
ン
ゲ
は
、

『
百
縁
経
』
(
君
。
。
h
b
h
b
H
F
長
官
官
-

H

V

・

- 69-

輔
輪
聖
王
を
前
世
者
に
持
つ
自
分
が
再
び
現
在
に
お
い
て
輔
輪
聖

王
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
に
君
臨
す
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、

サ
ン
ゲ
は
、

シ
ャ
カ
ム
ニ
生
誕
の
折
、
人
相
見
で
あ
る
仙
人

ナ
ク
ポ

(
Z晶
司
O
)

が
シ
ャ
カ
ム
ニ
の
観
相
を
し
、

「
こ
の
御
身
に
は
無
垢
の
三
十
二
相
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
方
に
は
二
種
〔
の
運
命
が
〕
あ
り
、

種
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

王

ょ
、
お
知
り
下
さ
い
。
鶴
輪
聖
王
に
な
る
か
。
ま
た
は
併
と
し
て
世
間
の
主
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
」

(
『
方
庚
大
荘
厳
経
』
司
・

Z
。・斗
8
・阿ハロ・

g
z
I
3
 

と
述
べ
て
い
る
部
分
を
経
典
か
ら
引
用
し
て
、
併
と
轄
輪
聖
王
は
南
者
と
も
三
十
二
相
を
有
す
る
こ
と
を
示
し
、

「
雨
者
に
は
匝
別
が
な
い

2
s
o
g
B
E
)」
と
い
う
解
揮
を
行
い
〈
り
の
の
・
官
-
∞
N

印)、

ま
た
、

243 

〔
菩
藍
の
〕
第
一
地
に
住
す
る
諸
菩
薩
は
大
部
分
が
閤
浮
提
の
王
と
な
り
、
大
政
に
擢
カ
を
ふ
る
い
、
法
に
よ
っ
て
贋
く
護
持
し
、
諸
菩
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薩
は
大
い
な
る
布
施
に
よ
っ
て
有
情
を
ま
と
め
る
に
長
け
、
カ
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
(
『
大
方
庚
併
華
厳
経
』
司
・

Z
0・斗
戸
ピ
・
該
蛍
箇
所
不

明
引
り
の
わ
司
・
∞
ω由
)

諸
菩
薩
の
大
い
な
る
襲
化
は
十
種
類
あ
る
。

-
(
中
略
)
:
:
:
そ
の
中
で
世
間
に
お
い
て
轄
輪
聖
王
〔
の
行
い
〕

を
主
と
し
、

戒
律
を

清
揮
に
持
し
、

〔
俗
人
と
し
て
の
〕
行
い
を
主
と
す
る
そ
の
時
に
は
菩
薩
摩
詞
薩
は
轄
輪
聖
王
の
構
え

(
F
a
司
与
を
化
作
し
て
衆
生
の

利
盆
を
行
う
の
で
あ
る
。
(
『
併
設
法
集
経
』
司
・

2
0・
8ι
・
ぎ
E
-
ω
N
曲目
|
『
ど
り
の
(
U

u

司・∞
N
d

等
の
経
典
に
よ
っ
て
、
轄
輪
聖
王
が
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
は
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

方

つ
ま
り
、
蒋
輪
聖
王
は
委
こ
そ
俗
人
で
あ
る
が
貫
は
併
な
い

ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
サ
ン
ゲ
の
轄
生
譜
を
検
討
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前

世
に
は
僧
俗
の
別
な
く
様
々
な
身
分
の
者
が
い
る
。

(
ぬ
)

あ
る
し
、
サ
ン
ゲ
の
前
世
者
の
中
に
は
僧
侶
も
い
る
(
表
四
六
、
四
九
、
五
四
、
五
五
、
六
四
〉
。

例
え
ば
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
前
世
者
で
あ
る
ソ
ン
ツ
ェ
ン
・
ガ
ン
ポ
(
表
四
三
)
は
園
王
で

こ
れ
ら
の
資
料
を
組
合
し
て
考
察
す
る
と
、

現

- 70ー

在
サ
ン
ゲ
が
轄
輪
聖
王
の
姿
で
現
れ
て
い
る
こ
と
も
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
借
王
の
委
で
現
れ
て
い
る
こ
と
も
併
の
化
身
と
し
て
の
一
つ
の
あ
り
方

に
す
ぎ
ず
、
雨
者
に
は
何
ら
本
質
的
差
異
が
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
親
貼
を
獲
え
る
と
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
か
ら
サ
ン
ゲ
へ
受

け
継
が
れ
た
王
位
に
は
、
僧
俗
(
借

・
鱒
輪
聖
王
)
の
姿
の
別
こ
そ
あ
れ
、
そ
の
本
性
は
傍
(
観
音
・
文
殊
)
で
あ
る
人
物
が
つ
い
て
い
た
こ
と

が
解
る
の
で
あ
る
。

.品.，、

ま

と

め

以
上
の
サ
ン
ゲ
の
王
権
思
想
は
次
の
よ
う
に
圃
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
圃
は
サ
ン
ゲ
の
轄
生
理
論
は
全
て
既
存
の
ダ
ラ
イ

ラ
マ
の
轄
生
理
論
と
卒
行
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
王
擢
委
譲
の
根
擦
は
前
世
者
同
士
の
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
は
サ
ン
ゲ
が
絶
劃
的
権
威
者
で
あ
る
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
権
威
を
借
り
る
の
で
も
賜
る
の
で
も
な
く
、
同
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
権
威
を

握
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
彼
の
示
し
た
王
様
論
は
清
朝
や
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
の
認
識
し
て
い
た
サ
ン
ゲ
の
地
位
即
ち
「
ダ
ラ
イ



-俗人

of曾

ダライラマ
(信)

縛
生
系
譜

{弗

サンゲ
(縛輪聖王)

ラ
マ
の
聖
俗
の
仕
事
を
引
き
離
ぐ
も
の
」
に
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
、
サ
ン
ゲ
自
身
も
こ
の
認
識
の
枠
を
踏
み
越
え
る
意
園
が
な
か
っ
た
こ

と
等
が
解
る
。
さ
ら
に
王
権
の
覗
貼
か
ら
見
れ
ば
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
か
ら
サ

ン
ゲ
へ
引
き
継
が
れ
た
王
位
に
は
、
併
の
本
性
を
持
ち
、
同
じ
轄
生
理
論

を
有
す
る
人
物
が
つ
い
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

彼
の
主
張
し
た
王
擢
論
が
ど
の
階
層
の
ど
れ
だ
け
の
人
々
に
劃
し
て
力

を
有
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ

の
死
が
明
ら
か
に
な
っ
た
一
六
九
七
年
以
降
、
清
朝
の
康
照
一
帝
が
サ
ン
ゲ

を
た
び
た
び
弾
劾
し
た
際
に
も
、

-71ー

衆
蒙
古
以
第
巴
震
達
頼
捌
嚇
俸
戒
之
人
、
皆
紙
口
不
敢
議
。

(
康
照
三
十
七
年
正
月
庚
寅
三
六
九
八
年
二
月
二
四
日
)

『
康
照
貧
録
』
巻
一
八
七
第
五
葉
表
〉

モ
ン
ゴ
ル
の
民
に
彼
の
罪
を
問
お
う
と
い
う
動
き
が
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
サ
ン
ゲ
が
即
位
さ
せ
た
ダ
ラ
イ
ラ
マ
六
世
は
正
統
な

ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
し
て
歴
史
に
残
り
、
清
朝
の
後
援
で
即
位
し
た
六
世
ダ
ラ
イ
ラ
マ
は
歴
史
の
中
で
否
定
さ
れ
た
こ
と
等
は
、
首
時
の
康
照
一
帝
の

思
惑
と
は
裏
腹
に
サ
ン
ゲ
の
業
績
が
チ
ベ
ッ
ト
や
モ
ン
ゴ
ル
の
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
一
意
味
し
て
い
よ
う
。
そ
の
こ
と
は
さ
ら
に

と彼
の
王
擢
理
論
が
人
々
に
贋
く
、
浸
透
し
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
登
場
以
前
に
現
れ
た
俗
人
の
チ
ベ
ッ
ト
の
擢
力
者
は
パ
グ
モ
ド
ヲ
パ
で
あ
れ
ツ
ァ
ン
パ
で
あ
れ
自
ら
の
出
自
を
語
る
場
合
は

氏
族
の
系
譜
を
持
ち
出
し
、
自
ら
の
前
世
や
併
と
し
て
の
本
性
を
引
合
い
に
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
サ
ン
ゲ
は
掻
政
と
い
う
「
俗

人
」
の
身
分
か
ら
政
権
の
座
に
つ
き
な
が
ら
、
も
は
や
名
族
で
あ
る
こ
と
を
権
力
の
源
に
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
自
ら
も
「
併
の
化
身
」
で
あ
る
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HgrMll口
会
N)
と
、
サ
ン
ゲ
の
著
作
に
射
し
て
チ
ョ
ン
ゲ
1
・
ガ
ワ

ン(・

2vd口
間
同
雪
印
印
ロ
m晶
宇
田
口
問
)
が
箸
し
た
質
問
集
(
HV
2

4

・

8
F
H
N印
V
M
-
ω
o
o
E
g∞
田
町
広
・
山
口
、
巴
g
・
3
品
品
目
|
怠
由
)

を
用
い
た
。

(

3

)

こ
の
時
代
の
研
究
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
同
時
代
史
料
は
ダ
ラ
イ

ラ
マ
な
い
し
そ
の
側
近
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
の
み
で
、
初

期
の
掻
政
や
グ
シ
ハ
ン
王
家
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た
史
料
や
、
権
力
機

構
を
解
明
す
る
た
め
に
不
可
依
な
軍
事
・
民
政
・
経
済
の
一
次
史
料
は

存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
、
掻
政
、
グ
シ
ハ

γ
王
家

等
、
チ
ベ
ッ
ト
で
大
き
な
政
治
権
力
を
有
し
た
者
遣
が
、
そ
れ
ぞ
れ
宗

教
・
軍
事
・
行
政
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
ど
の
程
度
寅
際
的
権
力
を

有
し
て
い
た
の
か
等
と
い
う
権
力
の
寅
態
は
不
明
で
あ
る
。
従
っ
て
、

本
稿
で
用
い
ら
れ
る
王
と
い
う
言
葉
は
寅
態
の
如
何
に
拘
ら
ず
チ
ベ
ッ

ト
の
最
高
権
威
者
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
。

(

4

)

山
口
、
一
九
八
八
年
、
四
五
三
|
四
五
四
頁
。

(

5

)

清
朝
皇
-
帝
に
よ
る
サ
ン
ゲ
の
地
位
の
認
識
は
前
掲
の
チ
ベ
ッ
ト
史
料

と
よ
く
符
合
し
て
お
り
、
一
六
九
四
年
康
照
帯
が
サ
ン
ゲ
に
授
け
た
稽

鏡、

「
持
金
剛
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
宗
数
・
政
治
を
司
り
勝
者
の
数
え
を
興

隆
さ
せ
護
持
す
る
園
王
(
邑
O

同守

w
n
r
g
m
g
z
d
r
z
g
巴

円
}
M
O

田明門戸《山

w仏
N-ロロ-ロ
m
H岡山、回
-
r白
J
r
m
C凶
ロ
匂
同
弘
同
同

Hmu『白曲目ロ

mruBロ
m
r白
」
師
向
仏
σ同
ロ
問
)
」
(
り
の

(
U
W

勺・∞
ωAH)

に
も
、
ザ
ン
ゲ
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
宗
数
・
政
治

(
n
v
g
m
H
E
)
の
爾
方

の
仕
事
を
引
き
繕
い
だ
こ
と
、
さ
ら
に
チ
ベ
ッ
ト
「
園
王
(
印
帥
昏
g
m
)」

で
あ
る
旨
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

(

6

)

「
王
子
」
と
い
う
稽
鋭
は
サ
ン
ゲ
の
前
世
者
で
あ
る
ム
ネ
・
ツ
ェ
ン

ポ
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
ム
ネ
に
つ
い
て
は
本
稿
第
四
節
に
て

詳
設
す
る
。

ハ
7
〉
こ
れ
ら
の
呼
稽
の
中
で
も
目
-
ユ
o
の
使
用
が
屋
倒
的
に
多
く
、

自
国
島
田
口
聞
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
こ
の
他
に
も
「
足
下
」
凹
E
N
E
Z、

「
チ
ベ
ッ
ト
玉
」

raと
め
等
の
呼
稽
も
あ
る
が
教
は
少
な
い
。
ま

た
、
サ
ソ
ゲ
を
以
前
の
掻
政
と
同
じ
く
「
掻
政
」

m号

mHE
と
呼
ぶ
場

合
も
若
干
あ
る
。

(
8
〉
こ
れ
ら
の
他
に
も
用
例
は
多
少
減
る
が
「
大
足
下
賓
」

moロ
m
N
E
r曲

江
口
問
)
o
n
Z、
「
大
高
位
」
問
。
ロ
m
g
n
r
g
官
等
の
呼
稽
も
あ
る
。

(

9

)

こ
れ
ら
の
他
に
用
例
は
少
な
い
が
「
大
一
切
智
者
勝
者
王
」
認
可
巳

与
曲
目
m
F曲目的

g
門日目
E
4
8
宮

n
r
g
恒
久
「
高
位
」
問
。
ロ
岡
田
曲
、

「
生
死
の
頂
飾
」
凹
門
広
島
勺
仲
間
仲
田
口
問
認
可

g
、
「
聖
一
切
智
者
」

E
ロ

ヨ
巴
4
8
L即
日
宮
、
「
一
切
智
者
な
る
最
勝
の
ラ
マ
」

r
E
g
r
r
u『g

r
z
g曲
目
各
om
等
の
稽
競
も
見
ら
れ
る
。

(
叩
)
ダ
ラ
イ
・
ハ
ン
は
グ
シ
・
ハ
ン
の
孫
で
父
ダ
ヤ

γ
・
ハ
ン
(
一
六
五
八
|

一
六
六
八
)
の
跡
を
縫
い
で
、
二
ハ
七
一
年
か
ら
一
七

O
一
年
ま
で
の

関
グ
シ
・
ハ

γ
王
家
の
家
長
の
地
位
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
(
〉
r
g邑
-

匂・民団〉。

(
江
〉
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
の
手
紙
集
に
含
ま
れ
る
中
園
皇
帝
に
あ
て
た
手
紙

に
は
皇
帝
を
文
殊
皇
帝
と
言
及
し
て
い
る

(HNC
て
与
切
O
U
同
ONN

匂
o
c
c
h
h
h門出
O
C
U
R
b
h『
~
民
知
、
入
山
知
見
凡
両
足
匂
ト
k
曲

、
吋
同
h
h注
目
。
句
弓
b
Nく
』

E

C
叫

d
h
w
h
o
b
H
u
b
勾
品
切
匂
ミ
b
ミ

』

N
C剛
、

qN)
』

h
bミ
・
、
E
F
B辛口

(
H
S
3
N
8
E
¥
N斗
N
E
B
-〉。

ハ
ロ
)
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
が
一
六
四
三
年
に
記
し
た
年
代
記
に
は
グ
シ
ハ
ジ
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を
金
剛
手
の
化
身
と
す
る
預
言
が
引
用
さ
れ
て
い
る
(
『
西
磁
王
臣
記
』

民
族
出
版
匙
一
九
八
一
一
九

O
頁)。

(
日
)
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
上
で
法
王
三
租

(
n
y
o
Z
雪国
-
g
g
S
S
H
E
ヨ

m
g
g
)
と
名
高
い
ソ
ン
ツ
ェ
ン
・
ガ
ム
ポ
、
テ
ィ
ソ
ン
・
デ
ツ
ェ
ン
、

テ
ィ
・
レ
ル
パ
チ
ェ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
、
順
に
観
音
・
文
殊
・
金
剛
手
と

し
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
三
者
の
宵
像
壷
は
中
央
に
ソ
ン
ツ
エ

ン
・
ガ
ム
ポ
、
向
か
っ
て
左
に
テ
ィ
ソ
ン
・
デ
ツ
ェ
ン
、
向
か
っ
て
右

に
テ
ィ
・
レ
ル
パ
チ
ェ
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
観
音
・
文
殊
・
金
剛
手
の
三

隼
の
姿
を
と
っ
て
描
か
れ
て
い
る
(
『
西
蔵
唐
宋
』
一
五
頁
)
。

(

U

)

ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
が
一
六
四
六
年
に
記
し
た
『
ダ
ラ
イ
ラ
マ
三
世

停
』
の
冒
頭
に
は
自
ら
の
前
世
者
を
記
す
韻
文
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は

テ
ィ
ソ
ン
・
デ
ツ
Z

ン
、
ド
ム
ト
ン
等
の
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

(り

ω
Z
-
N
E
l
S
3
。

(
間
以
)
修
辞
法
の
僻
書
で
あ
る
『
藻
飾
詞
論
』
に
「
海
」
(
円
四
苫

g
g
r
D
)

の
項
目
に
「
賓
源
」

(
H
Z
n
y
g
d河
口
口
問

m
E
C
が
同
義
語
と
し
て

翠
げ
ら
れ
て
い
る
(
『
藻
飾
詞
論
』
民
族
出
版
社
一
九
八
五
二
八

五
頁
〉
。

(
叩
山
〉
本
舗
特
生
譜
は
東
洋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
方
ロ
ン
ド
ル
ラ
マ

が
記
し
た
サ
ン
ゲ
の
著
作
の
リ
ス
ト
に
は
こ
の
縛
生
譜
は
「
サ
ン
ゲ
・

ギ
ャ
ン
ツ
ォ
自
身
の
鱒
生
譜
無
着
劫
」
(
句

S
句
、
毛
色
、
当
伐
材
活
HhE

E
ぷ
吋
句
凧
起
訴
、
宮
、
ほ
湾
、

aF同
与
。
h
h
若
宮
叫
』
ゑ
ミ
』
E

ヨ
P
品

問

or・〉

と
い
う
表
題
で
記
さ
れ
て
い
る

(〈
g
E
r
oメ
匂
-
H
O
O
-
F
H
)
ω

・
司
-

H品

2
3
0
雨
者
は
頁
数
も
表
題
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
サ
ン
ゲ
の
縛

生
譜
は
少
な
く
と
も
二
版
が
存
在
し
た
こ
と
が
解
る
。
異
版
が
あ
る
こ

と
か
ら
比
較
的
多
く
の
人
に
讃
ま
れ
た
可
能
性
を
知
る
こ
と
が
で
き

スV

。

ハ
ロ
〉
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
縛
生
譜
は
サ
ン
ゲ
に
よ
っ
て
着
さ
れ
た
ダ
ラ
イ
ラ
マ

俸
中
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ル
ラ
マ
の
著
作
中
に
あ
る
ダ

ラ
イ
ラ
マ
の
縛
生
譜
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
前
世
者
に
は
番
挽
に
下
線

を
ひ
い
た
(
巳
)ω
・
同
省
・
ロ
∞
吋
-
H
l
H
H
由。・

δ
。
ダ
ラ
イ
の
前
世
者
と
サ

ン
ゲ
の
前
世
者
の
う
ち
、
何
ら
か
の
関
係
を
有
す
る
人
物
は
同
一
番
鋭

上
に
記
さ
れ
て
い
る
。
父
、
母
、
等
の
呼
稽
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
前
世
者

の
親
熱
か
ら
捉
え
ら
れ
た
関
係
で
あ
る
。

(

m

)

一
四
九
八
年
以
降
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
二
世
は
ウ
ル
カ

(
σ
-
r
Z
)
に

ノ
ル
サ
ン
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
を
尋
ね
て
、
『
時
輪
タ
ン
ト
ラ
』
の
講
義
を

受
け
た
こ
と
が
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
二
世
の
停
記
中
に
数
箇
所
記
さ
れ
て
い

る

Q
関

Z-
署
-
U
8
1
8叶・

8
3。
こ
の
記
述
の
存
在
は

d
f
m
r
z
m・

8
ロ
C
ロ
Z
・
の
ピ

o
E邑

gロ
内
田
内
同
阿
ハ
巳
』
司
教
授
に
御
数
示
頂
い

た。

(
四
)
ム
ネ
・
ツ
ェ
ン
ポ
、
ム
テ
ィ
ク
・
ツ
ェ
ン
ポ
、
ム
テ
ィ
・
ツ
ェ
ン
ポ

は
寅
際
に
は
同
一
人
物
で
は
な
い
が
、
サ
ン
ゲ
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
は
こ
の

三
者
を
本
性
に
お
い
て
同
一
人
物
と
捉
え
て
い
る
(
。
。
∞
-
同
】
・
怠
ω〉。

(
初
)
『
ダ
ラ
イ
ラ
マ
一
世
俸
』
に
よ
る
と
、

か
く
の
如
く
阿
菊
陀
傍
父
子
(
阿
菊
陀
併
と
観
音
〉
と
念
怒
・
寂

静
の
タ
l
ラ
は
不
浄
の
諸
世
聞
に
お
い
て
、
あ
る
者
は
縛
輪
聖

玉
、
あ
る
者
は
園
玉
、
あ
る
者
は
帯
四
拝
天
や
焚
天
の
御
姿
と
、
菩

薩
、
俗
人
、
出
家
者
の
姿
等
、
所
化
に
遁
し
た
姿
に
無
量
に
化
作

し
て
、
そ
れ
は
、
虚
空
の
道
か
ら
一
つ
の
月
輸
が
、
地
上
に
あ
る

様
々
な
容
器
の
中
に
同
時
に
影
像
を
示
す
が
如
く
に
難
な
く
示
し

た
。
と
り
わ
け
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
の
地
に
も
観
音
の
化
身
の
王
ソ

ン
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ツ
ェ
ン

・
ガ
ム
ポ
等
の
津
山
の
王
匡
と
勝
者
阿
禰
陀
併
の
化
身
で

あ
る
津
山
の
準
者
や
阿
閣
梨
が
現
れ
て
、
ラ
サ
等
の
津
山
の
寺
と

信
伽
の
部
を
打
ち
建
て
、
例
事
を
行
な
わ
れ
た
。
・
:
:
〈
り
HZW

ω
r
N
1
3
 

と
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
本
性
で
あ
る
観
音
は
様
々
な
化
身
を
生
み
出
す
こ
と

が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
化
身
の
中
に
は
サ
ン
ゲ
の
現
在
の
姿
で
あ
る

と
こ
ろ
の
圏
三
や
縛
輸
聖
王
も
い
る
(
下
線
部
)
。
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Ａ TREATISE ON SEVENTEENTH-CENTURY TIBETAN

　　　　

ROYAL AUTHORITY IN THE WORKS OF

　　　　　

REGENT SANGS RGYAS RGYA MTSHO

ISHIHAMA Yumiko

　　　

The fifthDalai Lama entrusted his own royal authority to the Regent

Sangs

　

in

　

1679. However, since the regent was ａ layperson and the

Dalai Lama ａ priest,there are many unclear points concerning the nature

of royal authority in this period. This paper examines the nature of

royal authority in this period through Regent Sangs's conception of it,

with specialreference to his portraitas Manjusri, to his history of incar-

nation, and to his claim to be Cakravartin raja｡

　　　

This articleconcludes that Regent Sangs's theory of incarnation was

in nature the same as the Dalai Lama's, that both were understood to be

the Buddha in their original nature regardless of the distinction between

priest and laity. Lay rulers prior to the emergence of the Dalai Lama

regime had presented genealogical records toｅχplaintheir origins.　How-

ever, although the Regent Sangs came to power like them from among

the laity, he did not take his distinguished genealogy as the basis for

his authority, but rather his claim to be ａ "Buddha incarnate' instead.

Thus it might be said that the nature of royal authority under the Dalai

Lama regime was differentfrom that of the pre-Dalai Lama period.

３


